アイディア導出に関する部内資料
S.Shinohara

目的
本サークルは物を作り出すことを第一目標としており、そのための方針、目標を全体決定することがfirst stepとなる。今後の動向を考えるに一人でものを考えて、それに追従してゆく形の製作体制ではよりより結果を今後長期にわたり、もたらしてゆくことは困難である。また個人の能力に頼りすぎである本サークルのアイディアの部分から改善してゆくことが必要だと考える。ゆえに作成したしだいである
概要
マシンを作り出すstepとしてアイディア→製作→評価→大会というスキームの中アイディアに関して下記の手順のようなルーチンを作っておくことが大事である。至上目標はよりよいアイディアをみんなで考え出すことである。またこのレポートは企業の品質管理(QC)の運営に関する知見をもとにした。

手順
一班（～6人）のチームに分ける。その際チーム内で気軽に話せる雰囲気を作り出せるように考慮すること。そして場所と日時を決定する、これは全員参加を基本としまた他の班が同じ場所にならないように注意する（図書館のグループ学習室を利用のこと）。
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team1 →　step1 →　step2 →　step3 →　step4
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→step4(最終的に1～4のアイディア)

team3 →　step1 →　step2 →　step3 →　step4

　NHK以外なら１つに絞る
team4 →　step1 →　step2 →　step3 →　step4

　step4までおのおの独立している。
Step1:ルールブックを読み合わせる→全員分用意する（1時間程度を目安、内容を周知アイディアはなし）
Step2:A5のカードを用意する、はじめに一人3枚アイディアを書き中心に置いておき、一人一人アイディアに関して説明する。この間もカードを書く。図をメインで（1～2時間）過去の経験・製品を思い出す。

Step3:アイディアを組み立てる。はじめにstep2をよく行い各カードをa)奇抜だが実用性が疑問b)使えそうだが何か不定c)面白い考えだが目的から外れている の三つにわける。そのカードを机上に並べて、結合させたり説明を求めたりする。新しいことを考え出してもよい。そうやって目的に合ったものを導出する。
Step4:評価、客観的に評価するために得点、テレビ写り、耐敵性などの書類がうかる要素について項目化して得点化しそのアイディアを評価する。そこで目的適合性を考える。最終的に1班1アイディア。
メンバーの心得


会合時間に遅れない


個人攻撃をしない


抽象的な議論をせず事実で物を言う


自分の発言だけに熱心にならない事


全員発言すること


どんな意見も尊重すること


気軽にユーモアを交えてはなすこと





Brain-stormingの心得


批判はしないこと（step4以前）


自由奔放に思考すること


質より量を求めること


他人のアイディアに便乗すること


・　一日で1stepを基本とすること








